
い
っ
た
経
営
面
も
含
め
て
十
分
な
検
討

が
な
さ
れ
た
上
で
、
事
業
参
画
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
滋
賀※

５

　
「
こ
こ
滋
賀
」
は
、
首
都
圏
に

滋
賀
の
情
報
を
発
信
す
る
拠
点
と

し
て
、
平
成
29
年
度
に
東
京
の
日
本
橋

に
設
置
さ
れ
、
約
１
億
円
の
家
賃
を
含

め
、
毎
年
度
約
２
億
円
の
予
算
を
計
上

し
て
い
る
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、
開
設
以
降
、
滋
賀
の
豊
か
な
食
や

モ
ノ
、
歴
史
、
文
化
な
ど
多
様
な
魅
力

の
発
信
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
こ
こ
滋
賀
」の
今
後
の
運
営
に
向
け

た
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
滋
賀
」
を
「
首
都
圏
に
お

け
る
滋
賀
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
（
玄

関
口
）」と
位
置
づ
け
、東
京
か
ら
滋
賀
、

滋
賀
か
ら
東
京
の
双
方
向
性
の
結
節
点

と
し
て
、
次
の
三
つ
の
視
点
か
ら
機
能

強
化
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
一
点
目
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
機
能

の
強
化
で
す
。
常
設
店
舗
だ
か
ら
こ
そ

の
機
能
を
活
か
し
、
バ
イ
ヤ
ー
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
機
会
の
充
実
等
、
首
都
圏
で

の
販
路
開
拓
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

医
療
福
祉
拠
点

　

県
庁
に
隣
接
す
る
県
有
地
に
医

療
福
祉
拠
点※
４
を
整
備
す
る
た
め
の

検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
時
点

で
看
護
人
材
を
育
成
す
る
大
学
の
誘
致

が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
な
ど
、
検
討

に
長
い
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
の
誘
致
に
は
、
大
学
の
採
算
性

や
他
の
大
学
へ
の
影
響
な
ど
の
懸
念
が

残
り
ま
す
が
、
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

県
内
の
看
護
師
養
成
機
関
へ
の

支
援
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
医
療

福
祉
拠
点
に
お
け
る
人
材
養
成
機
能
の

整
備
を
進
め
る
た
め
、
今
年
10
月
頃
を

目
途
に
再
公
募
を
行
う
方
向
で
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

再
公
募
の
実
施
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
大
学
経
営
を
取
り
巻
く
状
況
の
把

握
や
、
近
隣
府
県
の
私
立
大
学
に
対
す

る
意
向
調
査
を
行
い
、
実
現
可
能
性
を

探
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
５
つ
の
法
人
か

ら
、
拠
点
で
の
看
護
学
部
開
設
に
「
関

心
あ
り
」
と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

少
子
化
が
進
む
中
で
新
た
な
投
資
を

行
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
に
と

っ
て
も
大
き
な
判
断
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
将
来
の
学
生
確
保
や
採
算
性
と

　

平
成
４
年
に
彦
根
城
が
世
界
遺

産
暫
定
一
覧
表※
１
に
記
載
さ
れ
て
以

降
、
彦
根
市
と
滋
賀
県
が
登
録
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
慎
重
に

審
議
を
積
み
重
ね
た
上
で
、
令
和
７
年

７
月
に
文
化
庁
に
推
薦
書
案
を
提
出
し

ま
し
た
が
、
国
の
文
化
審
議
会
に
お
い

て
令
和
７
年
度
で
の
推
薦
は
見
送
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
の
彦
根
城
の
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
決
意
を
伺
い
ま
す
。

　

２
５
０
年
も
の
長
き
に
わ
た
り

平
和
な
治
世
を
続
け
た
江
戸
時
代

の
「
大
名
統
治
シ
ス
テ
ム
」
と
、
そ
の

統
治
拠
点
と
し
て
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た

城
は
、
世
界
的
に
見
て
も
普
遍
的
な
価

値
が
あ
り
、
彦
根
城
が
そ
の
代
表
と
な

る
城
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
４
年
に
暫
定
一
覧
表
に
登
録
さ

れ
て
以
降
、
33
年
間
に
わ
た
り
取
組
を

進
め
、
あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

来
て
い
る
の
は
間
違
い
が
な
く
、
ど
ん

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
成
し
遂
げ
る
と
い

う
気
持
ち
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
す
。

　

最
短
目
標
と
な
る
令
和
10
年
に
彦
根

城
の
世
界
遺
産
登
録
を
実
現
す
る
べ
く
、

彦
根
市
と
と
も
に
全
力
で
取
り
組
み
、

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
け
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

造
林
公
社
問
題

　

滋
賀
県
造
林
公
社
は
、
昭
和
40

年
の
設
立
以
降
、
県
内
約
２
万
ha

の
森
林
を
造
林
し
、
琵
琶
湖
の
水
質
保

全
や
水
源
か
ん
養
機
能※
２
の
維
持
・
向
上

等
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
が
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
に
よ

り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
６
年
９
月
に
、
分
収
造
林
事
業※
３

の
あ
り
方
検
討
会
が
設
置
さ
れ
、
今
年

度
末
ま
で
に
県
と
し
て
の
最
終
的
な
方

針
を
決
定
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

県
が
果
た
す
べ
き
責
任
と
役
割
、
そ
の

覚
悟
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

県
が
果
た
す
べ
き
責
任
と
し
て
、

一
つ
目
は
、
将
来
世
代
に
課
題
を

残
さ
ず
、
造
林
公
社
問
題
の
真
の
解
決

を
目
指
す
「
県
民
へ
の
責
任
」、
二
つ

目
は
、
県
内
の
森
林
に
寄
り
添
い
琵
琶

湖
や
生
態
系
と
共
に
生
き
る
「
自
然
へ

の
責
任
」、
三
つ
目
は
、
将
来
的
に
森

林
の
水
源
か
ん
養
機
能
を
維
持
し
、
近

畿
１
５
０
０
万
人
の
水
源
を
守
る
「
下

流
へ
の
責
任
」
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
三
つ
の
責
任
を
果
た
す
た
め
、

森
林
に
関
わ
る
県
民
、
森
林
所
有
者
、

市
町
、
下
流
自
治
体
、
企
業
な
ど
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
県
が
主
体
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

検
討
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
、
県
が

保
有
す
る
債
権
を
放
棄
す
る
、
現
在
の

公
社
組
織
を
解
散
す
る

と
い
っ
た
方
向
性
を
踏

ま
え
、
議
会
で
も
十
分

に
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、

道
筋
を
示
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

　９月定例会議では、新・琵琶湖文化館の整備や物価高騰への対
応のほか、本年７月の大雨による被害への対応等のため、17億

1,403万４千円を追加する「令和７年度滋賀県一般会計補正予算
（第４号）」など、知事提出議案36件と議員提出議案４件が上程
されました。
　これらの審議の結果、決算特別委員会を設置して休会中に審査
することとした令和６年度滋賀県歳入歳出決算の認定議案等を除
き、いずれも原案のとおり可決または同意しました。
　また、各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項
について審議等を行いました。

●□□□□◇□□□□■□□□□◇□□□□■

問問

問

問

答

用語解説 ※１　「世界遺産暫定一覧表」…	世界遺産条約を締約した国が、将来世界遺産一覧表に記載する計画のある物件を一覧にして、ユネスコに提出するもの。世界遺産委員会へ推薦書を提出し審査をされる
ためには、事前に暫定一覧表に記載されている必要がある。

※２　「水源かん養機能」………	大雨が降った時の急激な増水を抑え（洪水緩和）、しばらく雨が降らなくても流出が途絶えないようにする（水資源貯留）など、水源山地から河川に流れ出る水量や時期
を調整する機能。

※３　「分収造林事業」…………	造林者（公社等）が土地所有者と契約し、その土地に苗木を植え、育て、将来森林が伐期に達した時に、その収益を両者で分収する制度。
※４　「医療福祉拠点」…………	県庁西側の一団の県有地を活用して、在宅医療福祉等を推進するための医療福祉センター機能、医療福祉関係の人材養成機能を一体的に備えた拠点。
※５　「ここ滋賀」………………	平成29年に東京・日本橋に開設。特産品・伝統工芸品などの販売、地酒バー、滋賀の食材を使ったレストラン、イベント開催等により、首都圏で滋賀の魅力の発信と滋

賀への誘引の役割を担う情報発信拠点。

答

答

答

彦
根
城
の
世
界
遺
産
登
録

ここ滋賀

医療福祉拠点整備用地
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９
月
定
例
会
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に
お
け
る
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こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

　

二
点
目
は
、
関
係
人
口※
６

創
出
拠
点
と

し
て
の
機
能
の
強
化
で
す
。
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
（
案
内
係
）
に
よ
る
案
内
・
相

談
体
制
の
強
化
、
移
住
な
ど
様
々
な
ニ

ー
ズへ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
対
応
等
、
関

係
人
口
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

三
点
目
は
、情
報
発
信
の
強
化
で
す
。

令
和
９
年
秋
に
実
施
予
定
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョン
キ
ャ
ン
ペ
ー　
　
※
７ン

を
見
据
え
、
首

都
圏
か
ら
滋
賀
へ
の
誘
客
に
つ
な
が
る

よ
う
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
公
共
交
通

　

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保

は
、
喫
緊
に
し
て
不
可
避
の
重
要

課
題
で
あ
り
、
本
県
で
は
、「
誰
も
が
、

行
き
た
い
と
き
に
、
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
移
動
が
で
き
る
、
持
続
可
能
な
地
域

交
通
」
を
目
指
し
、
令
和
６
年
３
月
に

「
滋
賀
地
域
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
、「
滋
賀
地
域

交
通
計
画
」
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
の
意
義
と
決
意
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

減
便
・
廃
線
に
よ
り
、
免
許
返

納
者
や
車
を
運
転
で
き
な
い
学
生

の
日
々
の
移
動
が
困
難
で
あ
る
な
ど
の

課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
地
域
交

通
を
充
実
さ
せ
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解

消
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
、

「
学
生
が
行
き
た
い
学
校
を
選
択
で
き

て
、
通
学
が
便
利
な
滋
賀
」、「
高
齢
に

な
っ
て
も
お
出
か
け
が
で
き
て
、
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
滋
賀
」、「
今
後
も
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
、
経
済
が

活
性
化
し
た
魅
力
あ
る
滋
賀
」
を
実
現

で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
「
滋
賀
地
域
交
通
計
画
」
は
、
こ
の

た
め
の
計
画
で
あ
り
、
必
要
な
施
策
や

財
源
の
あ
り
方
を
ま
と
め
、
取
組
を
着

実
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
、「
移
動
し

や
す
く
、
暮
ら
し
や
す
く
、
豊
か
な
滋

賀
」
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

学
校
教
育

　

子
ど
も
た
ち
は
滋
賀
県
の
未
来

を
担
う
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

あ
り
、
そ
の
学
び
の
環
境
を
整
え
、
可

能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
は
私

た
ち
大
人
の
責
務
で
す
。
教
育
の
現
状

を
把
握
し
、
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
重

要
な
手
立
て
の
一
つ
が
、
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

で
す
。

　

今
年
度
の
調
査
結
果
の
分
析
を
踏
ま

え
、
現
在
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
伺
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、「
人

が
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
進
ん
で

助
け
て
い
ま
す
か
」
な
ど
の
質
問
項
目

に
肯
定
的
な
回
答
が
増
え
た
一
方
で
、

「
自
分
に
あ
っ
た
教
え
方
、
教
材
、
学

習
時
間
な
ど
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か
」

な
ど
の
項
目
に
肯
定
的
な
回
答
を
し
て

い
な
い
子
ど
も
が
一
定
割
合
い
る
な
ど
、

課
題
が
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

課
題
の
改
善
に
向
け
て
は
、
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
の
学
力
の
状
況
を
的
確
に

把
握
し
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や

技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
「
好
き
」
を
育
み
、「
得

意
」
を
伸
ば
す
授
業
づ
く
り
を
、
一
人

ひ
と
り
の
先
生
が
意
識
し
、
実
践
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
効
果
的
な
取
組
を
一
人

ひ
と
り
の
先
生
に
確
実
に
届
け
、
必
要

な
学
習
指
導
や
さ
ら
な
る
授
業
改
善
を

着
実
に
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

市
町
教
育
委
員
会
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問答

答 問

議会トピックス
米国ミシガン州知事のスピーチ
について
　米国ミシガン州のグレッチェン・ホイッ
トマー知事が、９月５日に来県・来庁され
ました。
　本県とミシガン州は、1968年に姉妹提携
を行って以来、幅広い分野での交流を行っ
ており、2028年には60周年を迎えます。
　そのため、今回の来県・来庁を記念して、
県議会本会議場で、ホイットマー知事によ
るスピーチが行われました。スピーチの後
には、ホイットマー知事を囲んで、記念撮
影が行われました。

９月定例会議で審議した主な議案

議会からのお知らせ

議案番号 件　　　　　　　　　名 結果
（知事提出）
議第117号～
議第119号

令和７年度滋賀県一般会計補正予算（第４号）　ほか２
件

可決

議第120号～
議第123号

滋賀県行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用等
に関する条例の一部を改正する条例案　ほか３件

可決

議第124号～
議第129号

令和６年度滋賀県一般会計および各特別会計歳入歳出
決算の認定を求めることについて　ほか５件

継続
審議

議第130号～
議第136号

契約の締結につき議決を求めることについて（滋賀県
立芸術劇場びわ湖ホール大規模改修工事）　ほか６件

可決

議第137号～
議第140号

権利放棄につき議決を求めることについて　ほか３件 可決

議第141号～
議第143号

県の行う建設事業に要する経費について関係市町が負
担すべき金額を定めることにつき議決を求めることに
ついて　ほか２件

可決

議第144号 令和６年度滋賀県モーターボート競走事業会計未処分
利益剰余金の処分につき議決を求めることについて

継続
審議

議第145号～
議第152号

滋賀県公安委員会委員の任命につき同意を求めること
について　ほか７件

同意

番　号 件　　　　　　　　　名 結果

意見書第11号 次世代革新炉の開発・設置の推進を求める意見書 可決

意見書第12号 道路整備に必要な財源の確保を求める意見書 可決

意見書第13号 地方行政運営に必要な財源の充実・強化を求める意見書 可決

意見書第14号 日本酒の原料となる酒米の生産への支援を求める意見書 可決

●議員の辞職
　有村國俊議員から辞職願が提出され、令和７年９月16日の本会議において辞職
が許可されましたのでお知らせします。

●決算特別委員会の設置
　令和６年度滋賀県歳入歳出決算の認定議案等を審査するため、決算特別委員会が
設置され、10月28日から５日間にわたって審査が行われました。
委 員 長：川島　隆二
副委員長：佐口　佳恵
委　　員：谷口　典隆、菅沼　利紀、桐田　真人、岩崎　和也、田中　　誠
　　　　　中山　和行、赤井　康彦、本田　秀樹、重田　　剛、海東　英和
　　　　　駒井　千代、冨波　義明、今江　政彦

●滋賀県議会ホームページ、X（旧ツイッター）　　
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、会議録
など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。
　また、本会議の模様はライブ中継と録画配信をしています。

滋賀県議会ホームページ  https://www.shigaken-gikai.jp/
滋賀県議会 X（旧ツイッター）  （アカウント名　@shigakengikai）

●テレビ放送（新番組）のご案内
　令和８年３月、新たにびわ湖放送で、県議会の１年間を振り返る番組を放送予定
です。
　現在、新番組名を募集しています。下の読者プレゼントの中で、是非ご応募くだ
さい。ただし、新番組名は、11月25日（火）までに応募いただいたものの中から選
考いたします。

（参考：現在の県議会のテレビ放送）
◦滋賀県議会ダイジェスト…�代表・一般質問等の模様をまとめてお伝えしています。
◦県議会リポート……………�年１回、議会の仕組みや県議会の体制等を紹介してい

ます。
◦委員会活動リポート………�常任・特別委員会の活動状況をお伝えしています。

用語解説 ※６　「関係人口」………移住や観光でもなく、日常生活圏や通勤圏以外の特定の地域と継続的かつ多様な関わりを持つ人々。
※７　「デスティネーションキャンペーン」…ＪＲグループが地域と連携して実施する大型観光キャンペーン。

９月定例会議で審議した意見書

スマートフォン
等でもご覧いた
だけます。

個人情報の取り扱い：いただいた個人情報は「滋賀県議会の保有する個人情報の保護に関する条例」に基づき適正に取り扱い、
　　　　　　　　　　抽選とプレゼント発送以外には使用いたしません。当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

【応募締切】 令和７年12月10日（水）　当日消印有効
【応募方法】 ハガキ：〒520-8577　滋賀県大津市京町四丁目１-１
 　　　　滋賀県議会事務局　政策調査課
 Email：gikai@pref.shiga.lg.jp
 ＦＡＸ：077-528-4940
 フォーム：右の二次元コード
【記載事項】 ●議会へのご意見
 ●議会だより第129号のご感想
 ●新番組名のご提案
 ●〒 住所　　●電話番号
 ●氏名　　　 ●年代（例：10代）

議会に対するご意見や、議会だよりのご感想等をお寄せください。
抽選で10名様にプレゼントが当たります！

今回のプレゼント

▶
応
募
フ
ォ
ー
ム

coconiのサブバッグ

読者プレゼント

第129号	 滋賀県議会だより	 令和 7年（2025年）11月９日（日）　⑵


